











竹 田 )1頂 子
サン・テヴルモンの歴史関係の作品と言えるのは次のものである。
(Jugement sur Sél時que ， Plutarque et P騁rone) 
(Sur Alexandre et C駸ar) 
(Observations sur Salluste et sur Tacite) 
(R馭lexions sur les divers g駭ies du peuple Romain dans les diff駻ents temps 
de la R駱ublique) 





が {Réflex ions} を執筆したのは1667年から 1669年にかけてで 因みにモンテスキューの
{Consid駻ations sur les causes de la grandeur des Romains et de leur d馗adence} 
の世に出たのが1734年，ヴォルテールの {Essai sur les moeurs} は 1754年である事を思
い起こせば，サン・テヴルモンが歴史感覚において時代を先取りしていたと言えなくはな
L 、。
さて， (R馭lexions sur les divers génies...) という題名に示されている様に，サン・
テヴルモンが歴史理解の指標と定めたのが le g駭ie I特性」なるものである。 即ち彼の歴
史観の根幹をなすのは，歴史の一般原因を「特性」とよぶものに認めた事である。そこで

































































































































刈して唯一つのが色吋的な意味を付与する訳ではな l ) 0 その例。ハンニバルを打負かし，カ
ルタゴを減 Ii'し、アンティオコスを衰f;吹させ，マケドニアを征服し，全ギリシア人をJJ1，(従
させる原因となった特性、即ち祖国を愛し祖国の栄光を望む気持をさして， r この特性は















変化すべきものである g印 le のその変化の過松を見ると， )!1ml から主Jlヘ，肝蛮から洗練






















見られるクロノロジックな不明もその仔IJであるし， 第医章から第 xv 章は本文がなく概要
しか残されていないというのも問題である。










する司Lはできな l ¥ 0 そして先に我々が示した!日史認識の経つかの特徴が否定されるという
訳では決してないのである。










































ると信じられた楽観的調子はここにはな l ) 0 しかしサン・テヴルモンの着目した gènie の




を得る為に 1141 J ，書かれたはずのサン・テヴルモンの歴史は卜八世紀の歴史につながるも
のを我々に感じさせているのである。
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